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ミドリイシ属の精子は､卵から分泌される物質により鞭毛運動の調節(運動の活性化､卵

への誘因､運動の停止)がなされており、その調節には種特異性があるOVIoritaetaL2006)。
しかし、物質の同定はまだなされていないうえ、約１５０種いると言われているミドリ

イシ属のなかで種特異性が維持されているかは不明である。今回我々は、卵から精子の

運動調節物質の分離を試み、また交雑の報告されている種間でこの物質の種特異性を調

べた｡ＡＣ'qppm“jZ/b、､`MbFmb､Ａ伽jmFのバンドルから卵と精子にわけ、卵から精

子活性化物質の分離を行い、その物質の精子の鞭毛運動に与える影響を調べた。卵を１

００％メタノール処理し、その上情を水、９０％メタノール、ヘキサン層に分配した。

分配した層を海水に希釈した精子に加え、その効果を調べた。親水性の物質が含まれて

いる水層を、精子に加えると精子の鞭毛運動が開始し活発に運動を行った運動軌跡は

円形や直線を描いたりしていた。精子は卵への走化性を示す際に直線的に遊泳すること

からObHOntaetal,200⑦、水層には精子の活幽上物質および誘因物質力嗜まれていること

を示唆している。水層を２分間熱処理した後も活性を持っていたことから、この物質は

タンパク質ではないと予想された。水層を加えることで運動を開始した精子に比較的疎

水性の物質が含まれる９０％メタノール層を加えると精子の運動は停止した。停止しな

い場合も運動速度が減少し遊泳軌跡が直線的なものから円形になった。また精子を卿と

アンモニウム処理し（細胞内ｐＨが上昇する）鞭毛運動が活性化した場合も、メタノー
ル層を加えることで運動は停止した。これは、精子の運動活性化と停止を調節する物質

は異なるものであることと､運動の停止物質は細胞内ｐＨを下げることを示唆している。

次に、この物質の種特異性を調べていった｡Ａ､''０６姉の精子はＡ/1ｍＺｊｂの卵と交雑する
が､AqHgjiZ7bmおよびＡﾉ?bF7uh間では殆ど交雑しないことが報告されているdlattaetaL

1999)。仮に卵による精子の活性化がZii雛に関係しているとするならば､Ａ”6姉の精子

はA:比し､bの卵由来の活性化物質により運動を開始すると予想される。そこで、水層に

含まれる`Ｍｂ'7Zjhの卵から分離した精子活性化物質を含tf分画(水層)をＡ"･伽,の精子
に加えたところ、いずれの水層でも精子は運動を活性化した。しかし、他の二種(Ａ

`iHg7Z熊、および`Mmzjb)では､他種の水層を加えても精子の運動の活性化は見られなか
った。この結果から、卵による精子の活性化機構はミドリイシ属における受精の種特異

性と関係している可能性がある。


